
『日本霊異記』「閻魔王使鬼得所召人之賂以

免縁」  

 

 

【之】 

０１ 

而睠之者 

睠(かへりみ)れば 

 

磐嶋問之 

磐嶋問ひて 

 

閻魔王闕召於猶磐嶋之往使也 

閻魔王の闕の猶磐嶋を召しに往(ゆ)く使なり 

 

我等先往汝家而問之 

我等先に汝の家に往きて問へば 

 

與之令食 

與へて食しむ 

 

備食饗之 

食を備(もう)けて饗(あへ)す 

 

明日見之 

明日見れば 

 

其斯謂之矣 

其れ斯れを謂ふなり 

 

 

 

 

 

 

 

【者】 

當相欲捉者 

當に相ひて捉へむとすれば 

其恩幸故今免汝者 

其の恩の幸の故に今汝を免さば 

 

宜汝替者 

汝に替ふべくは 

 

生善心者 

善心を生(おこ)すといふは 

 

 

 

 

 

 

 

 


